
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1017 

令和５年度 福祉科 

 

教科 福祉 科目 コミュニケーション技術 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「コミュニケーション技術」 （実教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、コミュニケーションの意義や目的、方法について、座学だけではなくグループワークを通

して学んでいきます。 

・また、援助を必要とする高齢者や障がい者の身体的・心理的特徴について理解を深め、車椅子やアイ

マスクを使っての実習、高齢者施設でのレクリエーションの企画や運営も行います。さまざまな人たち

との関わりの中で、自分に気づき、コミュニケーション能力を磨いてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

１ コミュニケーションに関する基本的な知識と技術を習得する。 

２ 高齢者や障がいのある人に関する基本的な知識、関わり方を習得し、対人援助活動の中で実践

する能力と態度を育てる。 

３ 医療職など多職種と連携しながら，介護サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた支

援ができる能力と態度を育成する。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・高齢者や障がい者に関する

対人援助の基礎的・基本的な

技術を身につけ、対人援助場

面において適切に実践するこ

とができる。 

・高齢者や障がい者に関する

対人援助の基礎的・基本的な

技術を身につけ、対人援助場

面において適切に実践するこ

とができる。 

 

コミュニケーションについて

の対人援助活動の展開の中で

の諸問題の解決を目指して思

考を深め、チームの一員として

適切に判断し、表現する能力を

身につけている。 

コミュニケーションについて

関心をもち、コミュニケーショ

ンに関する知識と技術の習得

に意欲的に取り組むとともに、

対人援助場面において活用で

きる実践的な態度を身につけ

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

介
護
の
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

コミュニケーションの意義と役

割 

・人間の理解と人間関係 

・コミュニケーションとは 

 

 

コミュニケーションの基本技術 

・言語的コミュニケーションと

非言語的コミュニケーション 

・受容と共感 

・対人関係におけるコミュニケ

ーションの実際 

・援助の技法とコミュニケーシ

ョン 

 

a:  

・人間関係とコミュニケーションに関

する基礎的な知識を身に付け、コミ

ュニケーションの持つ意義や役割

を理解している。 

・言語的コミュニケーションや非言

語的コミュニケーションなど基礎的

な知識と技法を身に付け、コミュニ

ケーションの基礎について理解し

ている。 

b: 

・人間関係の形成、コミュニケーショ

ンの基礎について思考を深め、基

礎的な知識と技術を基に適切に判

断し、その過程や結果を適切に表

現している。 

・言語的コミュニケーションや非言

語的コミュニケーションなど基本技

術をとおして意義や役割について

思考を深め、その過程や結果を適

切に表現している。 

c:  

・コミュニケーションについて感心を

もち、人間関係の形成、コミュニケ

ーションの基礎について探求しよう

としている。 

・言語的コミュニケーションや非言

語的コミュニケーションなど基本技

術の意義や役割について感心を持

ち、コミュニケーションの基礎につ

いて探求しようとしている。 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

 

定期考査 

発表 

振り返りシート 

ワークシート 

 

 

 

振り返りシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

サービス利用者に応じたコミ

ュニケショーン 

・高齢者とのコミュニケーショ

ン 

・視覚障がいのある人とのコミ

ュニケーション 

・聴覚障がいのある人とのコミ 

ュニケーション 

・言語障がいのある人とのコミ

ュニケーション 

・運動機能障がいのある人と

のコミュニケーション 

・認知症の人とのコミュニケー

ション 

a: サービス利用者・家族とのコミュ

ニケーションに関する基礎的・基

本的知識と技術を身に付け、コミ

ュニケーションの工夫について

理解している。 

・障がいがもたらすコミュニケー

ションの諸課題を理解し、支援の

技法について理解している。 

高齢者や障がい者に関する 

身体的・心理的特徴ついて正し 

く理解し、知識を身につけてい 

る。 

b: サービス利用者・家族とのコミュ

ニケーションの様々な課題の解決

を目指し、その技術や知識を適切

に判断し、その過程や結果を適切

に表現している。 

・障がいがもたらすコミュニケーショ

ンの諸課題を踏まえ、支援の技法

について適切に判断し表現してい

る。 

c:サービス利用者・家族に関するコ

ミュニケーションの様々な課題に

関心を持ち、コミュニケーション

の工夫について探求しようとして

いる。 

・障がいがもたらすコミュニケー

ションの諸課題について関心を

持ち、コミュニケーションの手立

てを探求しようとしている。 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

 

定期考査 

発表 

振り返りシート 

ワークシート 

 

 

 

振り返りシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 介
護
に
お
け
る
チ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
湯
に
ケ
ー
シ
ョ
ン 

記録 

・記録の意義と目的 

チームによる連携 

・チームのコミュニケーション 

スーパービジョンの技法 

・スーパービジョンとは 

・スーパービジョンの方法 

 

a: 介護における記録について理

解し、情報を共有化し会議を運営

することで、チームにおけるコミュニ

ケーションが深まることを理解して

いる。 

・スーパービジョンの意義と役割に

ついて理解している。 

b: 

・介護におけるチームのコミュニケ

ーションに必要な記録の方法を理

解し、情報の共有化・会議の方法

について考察している。 

・スーパービジョンの必要性を理解

し、その方法について考察してい

る。 

 

c:介護におけるチームのコミュニケ

ーションについて関心を持ち、記録

の重要性、情報の共有化・会議の

方法について探求しようとしてい

る。 

・スーパービジョンいついて関心を

持ち、探求しようとしている。 

 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

 

定期考査 

発表 

振り返りシート 

ワークシート 

 

 

 

振り返りシート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


